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世
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日
本
最
高
峰（
標
高
三
七
七
六
㍍
）の

富
士
山
は
、そ
の
大
き
さ
だ
け
で
な
く
、

四
季
折
々
の
風
景
が
人
々
の
心
を
引
き

つ
け
る
。日
本
人
の
自
然
観
や
文
化
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、二
○
一
三
年
に

は
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ

ネ
ス
コ
）の
世
界
文
化
遺
産「
富
士
山
―

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」と
し
て

登
録
さ
れ
た
。富
士
講
に
代
表
さ
れ
る

信
仰
の
ほ
か
、浮
世
絵
な
ど
様
々
な
芸

術
の
題
材
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。活

火
山
で
あ
る
富
士
山
と
の
共
生
を
重
視

し
、山
麓
の
湧
水
な
ど
自
然
の
恩
恵
に

感
謝
す
る
人
々
の
心
が
信
仰
の
本
質
に

あ
る
。現
代
の
富
士
登
山
に
も
、信
仰
に

通
じ
る
思
い
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

ち
並
び
、観
光
地
と
し
て
も
に
ぎ
わ
う
。

ル
ー
ト
中
に
は
山
小
屋
が
多
く
、初
心

者
に
も
比
較
的
登
り
や
す
い
こ
と
が
人

気
を
集
め
て
い
る
。

　
富
士
山
へ
の
来
訪
者
増
加
に
よ
る
環

境
負
荷
を
軽
減
す
る
た
め
、山
梨
県
は

富
士
山
の
麓
と
五
合
目
を
結
ぶ
登
山
鉄

道
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
る
。二
月
に
開
か
れ
た
有
識
者
に
よ
る

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
検
討
会
の
総
会

で
了
承
さ
れ
た
基
本
構
想
で
は
、交
通

手
段
の
見
直
し
策
と
し
て
、富
士
ス
バ
ル

ラ
イ
ン
上
へ
の
次
世
代
型
路
面
電
車（
Ｌ

Ｒ
Ｔ
）の
敷
設
が
最
も
優
位
と
評
価
。概

算
建
設
費
用
は
約
一
、四
○
○
億
円
。往

復
運
賃
一
万
円
で
年
間
三
○
○
万
人
が

利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、「
事
業
成
立

の
可
能
性
は
高
い
」と
し
た
。

　
県
は
実
現
に
向
け
て
制
度
と
技
術
の

両
面
か
ら
課
題
を
整
理
。官
民
の
役
割

分
担
や
急
勾
配
で
の
安
定
し
た
運
行
な

ど
、分
科
会
な
ど
で
方
向
性
を
固
め
る

方
針
だ
。長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事
は

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、観
光
も
薄
利
多
売
か
ら
付
加
価
値

重
視
の
時
代
に
転
換
す
る
必
要
性
を
指

い
る
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な
山
で
あ
る

富
士
山
を
国
内
外
に
広
く
知
ら
し
め
た

浮
世
絵
の「
富
嶽
三
十
六
景
」。江
戸
時

代
の
浮
世
絵
師
・
葛
飾
北
斎
の
代
表
作

で
あ
り
、十
九
世
紀
に
起
こ
っ
た
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム（
日
本
趣
味
）な
ど
に
よ
り
、海

外
に
も
広
く
作
品
が
知
れ
渡
っ
た
。色
鮮

や
か
に
、巧
み
な
描
写
・
構
図
で
表
現
さ

れ
た
富
士
山
は
見
飽
き
る
こ
と
が
な
く
、

多
く
の
人
々
を
魅
了
す
る
。単
な
る
風

景
画
の
域
を
超
え
、日
本
人
の
心
の
原

風
景
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
富
士
山
の
姿
形

は
、西
洋
美
術
の
モ
チ
ー
フ
に
も
多
用
さ

れ
、日
本
と
そ
の
文
化
を
象
徴
す
る
記

摘
。「
富
士
山
は
世
界
に
誇
る
キ
ラ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
。北
海
道
、京
都
に
並
ぶ
日
本

の
観
光
の
柱
に
し
た
い
」と
意
気
込
む
。

真
に
必
要
な
事
業
で
実
行
力
を

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、観
光
資
源

で
も
あ
る
富
士
山
は
、人
々
の
暮
ら
し
や

経
済
に
様
々
な
恩
恵
を
与
え
る
一
方
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
災
害
リ
ス
ク
も

抱
え
る
。政
府
の
中
央
防
災
会
議
が
昨

春
に
ま
と
め
た
富
士
山
噴
火
の
被
害
想

定
に
よ
る
と
、首
都
圏
広
域
で
道
路
や

建
物
な
ど
土
地
利
用
さ
れ
て
い
る
範
囲

に
堆
積
し
、除
去
が
必
要
な
火
山
灰
の

総
量
は
最
大
四
・
九
億
立
方
㍍
に
上
る

と
試
算
。こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
で
発

生
し
た
災
害
廃
棄
物
量
の
約
一
〇
倍
に

相
当
す
る
と
い
う
。

　
同
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

富
士
山
の
噴
火
で
大
規
模
と
な
る
宝
永

噴
火（
一
七
◯
七
年
）を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
検
討
。降
灰
に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、建
物
な
ど
へ
の
影
響
も

整
理
し
た
。鉄
道
は
微
量
の
降
灰
で
地

上
路
線
の
運
行
が
停
止
。道
路
は
乾
燥

号（
ア
イ
コ
ン
）と
し
て
海
外
に
浸
透
し

て
い
っ
た
。信
仰
を
契
機
に
生
み
出
さ
れ

た
多
様
な
文
化
的
資
産
と
合
わ
せ
、こ

う
し
た
富
士
山
の
普
遍
的
価
値
は
、未

来
に
受
け
継
ぐ
べ
き
世
界
の
宝
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

登
山
鉄
道
で
付
加
価
値
高
め
る

　
多
く
の
人
々
の
心
を
引
き
つ
け
る
富

士
山
は
、地
元
の
み
な
ら
ず
、日
本
に

と
っ
て
重
要
な
観
光
資
源
で
も
あ
る
。コ

ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観

光
客
や
登
山
者
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。

　
環
境
省
で
は
二
○
◯
五
年
か
ら
四
つ

の
登
山
道（
吉
田
、須
走
、御
殿
場
、富

時
一
〇
㌢
㍍
、降
雨
時
三
㌢
㍍
以
上
の

降
灰
で
二
輪
駆
動
車
が
通
行
不
能
と
な

る
。建
物
は
降
雨
時
三
○
㌢
㍍
以
上
の

堆
積
厚
で
木
造
家
屋
の
倒
壊
が
起
こ
る

と
し
て
い
る
。

　
山
梨
、静
岡
、神
奈
川
各
県
な
ど
で

つ
く
る「
富
士
山
火
山
防
災
対
策
協
議

会
」は
、
富
士
山
噴
火
時
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
三
月
に
改
定
し
た
。従
来
版
は

国
が
二
◯
◯
四
年
に
策
定
し
た
も
の
。

溶
岩
流
や
火
砕
流
の
届
く
エ
リ
ア
が
広

が
り
、溶
岩
流
の
到
達
予
想
が
約
一
〇

時
間
早
ま
っ
た
地
域
も
あ
る
。

　
協
議
会
は
過
去
五
、六
◯
◯
年
間
の

噴
火
を
基
に
、火
口
範
囲
を
山
頂
か
ら

半
径
四
㌔
㍍
以
内
全
域
に
す
る
な
ど
拡

大
。溶
岩
流
の
想
定
噴
出
量
を
過
去
最

大
規
模
の
噴
出
量
を
参
考
に
従
来
の
約

二
倍
の
一
三
億
立
方
㍍
と
し
た
ほ
か
、火

砕
流
の
噴
出
量
も
約
四
倍
の
一
、◯
◯

◯
万
立
方
㍍
に
見
直
し
た
。

　
溶
岩
流
が
達
す
る
可
能
性
の
あ
る
自

治
体
は
、従
来
の
静
岡
、山
梨
の
二
県
一

五
市
町
村
か
ら
神
奈
川
を
含
む
三
県
二

七
市
町
村
に
広
が
っ
た
。東
海
道
新
幹

線
に
は
発
災
か
ら
約
五
時
間
後
に
達
す

士
宮
）の
そ
れ
ぞ
れ
八
合
目
付
近
に
、赤

外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
登
山
者

数
調
査
を
実
施
。コ
ロ
ナ
禍
前
の
二
◯
一

九
年
夏
期
の
合
計
は
約
二
三
万
六
、◯

◯
◯
人
に
上
り
、最
も
登
山
者
数
が
多

い
山
梨
県
側
の
吉
田
ル
ー
ト
は
前
年
度

並
み
の
約
一
五
万
人
だ
っ
た
。

　
山
頂
付
近
の
崩
落
に
よ
り
、
吉
田

ル
ー
ト
の
八
合
五
勺
か
ら
山
頂
ま
で
の

通
行
が
一
時
規
制
さ
れ
た
影
響
を
受
け

た
も
の
の
、一
万
～
五
万
人
台
に
と
ど
ま

る
他
の
ル
ー
ト
を
大
き
く
上
回
る
。吉
田

ル
ー
ト
の
登
山
口
に
な
る
県
の
有
料
道

路「
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
」五
合
目
は
、

首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
で
、食

堂
や
土
産
屋
、登
山
用
品
店
な
ど
が
立

る
な
ど
、交
通
機
関
へ
の
影
響
も
深
刻
さ

が
増
す
。火
砕
流
に
つ
い
て
は
、北
東
と

南
西
方
向
に
延
び
る
と
想
定
し
、東
富

士
五
湖
道
路
に
最
短
六
分
で
到
達
す
る

と
推
計
。主
要
道
路
が
発
災
後
す
ぐ
に

寸
断
さ
れ
、避
難
・
救
援
活
動
に
支
障

を
来
す
恐
れ
が
あ
る
。

　
東
海
道
新
幹
線
の
被
災
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
に
対
し
、周
辺
各
県
の
首
長
か
ら

は
大
深
度
地
下
や
山
岳
ト
ン
ネ
ル
を
走

る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
、富
士
山
の

大
規
模
噴
火
時
に
果
た
す
防
災
的
な
役

割
に
期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。東
名
、

新
東
名
と
い
っ
た
高
速
道
路
の
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
含
め
、交
通
イ
ン
フ

ラ
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー（
冗
長
性
）向
上

は
、災
害
大
国
の
わ
が
国
に
と
っ
て
重
要

課
題
と
の
認
識
で
一
致
す
る
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、安
心
・
安
全
や
利
便
性
の
向

上
、地
域
振
興
・
経
済
発
展
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
一
方
、環
境
や
財
源
な
ど
が

問
題
視
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

多
角
的
な
観
点
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

意
義
を
捉
え
、真
に
必
要
な
事
業
を
迅

速
に
進
め
る
実
行
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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